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Ⅰ　問題と目的
附属山口小学校では朝の会においてフリートークを

行なっている。フリートークは「話題に沿って子どもが
自分の考えを述べ合う話し合い活動」であり、①一人の
子どもが話題提供をする、②みんなで話題について話
し合う、③話し合いについて振り返る、④教師が価値付
けをする、という流れで行なわれる。この活動は「話す
力、聴く力、話し合う力を育てる話し合い活動と思われ
がち」だが、第一義は「『分かり合い、支え合う』仲間
関係をつくること」にあり、「仲間の考えに共感したり、
仲間のよさを感じたりすることができる子どもを育てて
いきたい」という願いがあるという。

その話題は主に「仲間の好みや生活の様子について
問うタイプ」（「好きな○○は何ですか？」「ＡとＢど
ちらを選びますか？」等）、「生活上の気持ちや願望に
ついて問うタイプ」（「もし、○○だったら、どうした
いですか？」等）、「生活上の問題の解決方法について
問うタイプ」（「どうしたら、～できますか？」等）に
分けられ、フリートークの充実のためには、「楽しかっ
た」「よかった」「またしたい」という思いや願いが積
み重なるような教師の支援が必要であり、「話した内
容、話し方、聴き方」という観点で子どものよさをとら
え、しっかりと「価値付ける」ことが大切であるという
（松岡，2012）。

しかし、このような活動は小学校生活を始めたばかり
の１年生にとっては容易なことではなく、教師は幼児教
育との接続も考えて支援することが必要となる。そこで、
本研究では幼稚園での保育経験もあり、１年生の担任経
験も重ねてきた教師が担任するクラスにおける実践を取
り上げ、以下の点について検討したいと考えた。

○�小学１年生の子どもたちは、朝の会においてどのよ
うなフリートークを行なうのか

○�教師はフリートークにおいてどのような支援を行な
い、その支援によって、子どもたちのフリートーク
の内容はどのように変容するのか

Ⅱ　研究の方法
１　対象クラス

201X年度附属山口小学校の１年生のクラス（男児18
名、女児17名、計35名）。担任の志賀直美教諭（40代
女性）は公立小学校での教職経験後、人事交流により附
属幼稚園で４年間保育経験をし、公立小学校に戻ってか
ら３年連続で１年生を担任した後、201X年度に附属山
口小学校に赴任した。

２　観察の方法と対象とする実践
201X年度の５月から３月まで、共同研究者である中

島が対象クラスの朝の会を観察し、デジタルカメラで映
像記録を行なった。対象クラスでは入学当初から朝の会
で話し合い活動を行なっていたが、フリートークを始め
たのは夏休み明けの８月末からであった。そのため、入
学当初からの話し合い活動も観察し、その後のフリー
トークとの関連を検討することにした。５月から７月ま
での話し合い活動を15回、８月末からのフリートークを
35回、計50回観察した。観察後に中島が映像記録をも
とに、子どもたちの言動や志賀教諭の支援をできる限り
文字化した。志賀教諭・中島で映像記録や文字化した記
録をもとに討議する機会も設けた。

本研究では観察した35回のフリートークのうち、教育
実習生が朝の会を担当した５回を除く30回を対象とした。
また、志賀教諭は８月末から３月までの計87回のフリー
トーク（17名が３回、18名が２回担当）の話題や子ど
もの発言をノートに記録していたため、話題については
その記録も合わせて整理し、志賀教諭が不在であった４
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回を除く83回を対象とした。
以下、志賀教諭をＳ、中島をＮと表記する。子どもた

ちもアルファベットで表記する（男児18名はＡ男からＲ
男、女児17名はа子からｑ子）。紙幅の都合より、事例
に取り上げるフリートークは、いずれもその一部をまと
めたものである。

Ⅲ　結果と考察
１　フリートークを開始するまでの話し合い活動

概要は以下の通りである（中島他，2019）。
（１）健康観察時に日直が決めた話題について話す

Ｓは子どもたちが安心して小学校生活を始められるよ
うに、入学式の日に「失敗したから分かること、できる
ことがある」「トラブルをチャンスにしていこう」と伝
え、クラスで困ったことが起きるたびに「失敗してもい
いんだよ」「どうするとよいかみんなで考えよう」と話
していた。Ｓは「子どもの困り感からやさしさが生まれ
る」とも考えており、「○○ちゃんが困っているの、わ
かる？」「みんなで助けてあげて」「手伝ってあげて」
ともよく話していた。

Ｓはそれまでの経験から「入学当初の子どもたちは
フリートークをする段階にはない」と考え、朝の会では
「自分の存在を友達に知らせる」「いろいろな友達の存
在を知る」ことで仲良くなれるように、「全員が話した
いことがあり、話せる場を作れるように」と願い、健康
観察時にＳが提供する話題について話すようにした。す
ると、すぐに「○○のことを言いたい」と言う子どもが
現れたため、その日の日直が話題を決めるようにした。
この活動には、フリートークに取り組むことも見通して、
「自分の生活を振り返って話題を探す」「日直二人で
話し合って話題を決める」「話題によって面白さが違う
ことを体感する」ことが経験できるようにという願いも
あった。具体的には、①日直２名が決めた話題を伝える、
②一人一人の子どもがＳから名前を呼ばれ、「はい、元
気です」等答えて日直が決めた話題についても話をする、
③子どもたちがＳを呼び、Ｓも「はい、元気です」等答
えて話題についての話をする、という流れで進められた。

Ｓは「理由を聞くと友達のことがもっとよくわかる」
経験もしてほしいと考え、国語で「わけをいおう」を学
習した頃に「わけが言えますか？」と聞き始めた。する
と、子どもたちは「どうしてかと言うと～」と学習した
ことをいかして理由も話すようになっていった。
（２）クイズトーク

７月からは「クイズトーク」を開始した。この活動は
「１、２年生には、話し合い活動だけに集中することは
困難」なため考案された「具体物を使ったりクイズの要
素を取り入れたりする」「フリートークの低学年版」で

ある（桂，2006）。具体的には次のように進められた。
①「宝物」を持って来た子どもが考えてきた３つのヒ
ントを出す。どのヒントにも「質問タイム」を１分とり、
他児は質問しながら「宝物」が何かをあてる。②「宝
物」を持って来た子どもが「宝物」（または写真）を見
せながら紹介し、その理由も話す。他児からの質問にも
答える。③クイズトークを聞いたＳから話をする。

この活動は国語の「たからものをおしえよう」とも関
連しており、Ｓは初回を国語の時間に行ない、「話し方、
聞き方のお勉強です」と伝え、「みんなの力」で「正
解」を見つけるよう話をした。子どもたちは自分の「宝
物」を紹介できることを楽しみにし、友達の「宝物」も
知りたいという思いから自分なりの質問をしていたが、
「正解」が出ないままのことも多かった。

Ｓは毎回最後にその日の子どもたちの具体的言動を
取り上げながら、聞き方を工夫すると「宝物」が「わか
る」こと、「宝物」に込められた「思い」が「伝わる」
ことは「素敵」であることを丁寧に確認していった。

夏休み前までに全員が１回ずつ担当すると、Ｓは子
どもたちとそれまでのクイズトークについて振り返り、
「もっと仲良くなるために」フリートークもやってみる
ことを提案した。その数日前に隣のクラスでフリートー
クを参観したこともあり、子どもたちからはやってみた
いという声があがっていた。

２　フリートークの実践
夏休み明けから開始したフリートークは、次のように

進められた。�①一人の子どもが話題提供をする（ホワ
イトボードにも書き、黒板に掲示する）。自分の考えも
話す。②フリートーク：他児が話題について自分の考え
を話す（５分）。③振り返り：話題提供者が話を聞いて
思ったこと等を話す。他児も自分の思ったこと等を話す
（２分）。④フリートークを聞いたＳから話をする。
（１）【事例１】初めてのフリートーク

初回はＳが話題提供者となった（表１参照）。話題
は子どもがどちらかを選べば答えられる「なつとふゆ、
どっちがすきですか」にし、話題提供者がどのように話
してフリートークを進めていくのかモデルを示していっ
た。子どもたちが自分の考えを話す機会も作り、子ども
の話に「なるほど」と応えたり、「みんな」に向けて話
すよう促したり（下線部①）、伝わりにくい発言には質
問しながら考えを確かめ、どのように話すとよいか伝え
たりもしていた（下線部②）。

その後、「みんなの話を聞いて思ったこと」を話す機
会も作り、振り返りでの話し方についても確認していっ
た。「できると思ってやったら、できました」という発
言には「よく話せてます」（下線部③）、「みんなのこ
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とをたくさん知れて」「もっと仲良くなれそう」という
発言には「いいなあ」（下線部④）と応えたりもしてい
た。自分が担当する時までに話題を考えておくようにも
確認し、話す人が話しやすい「聞き方」についても問い
かけ、子どもたちの発言を整理して確認していった。そ
して、「こんなことをやってみて」「話しやすいよう
に」「手伝ってあげて」と伝えていた（下線部⑤）。

子どもたちは入学当初から話題について自分の考えを
話したり友達の話を聞く楽しさを経験し、フリートーク
の参観もしていたため、進め方を理解するのも早かった。
この日は話したい子どもの気持ちを大切にしてＳが時間
をとり、ほとんどの子どもが話をしていた。
（２）子どもたちが考えたフリートークの話題

子どもたちが考えた話題について、松岡（2012）を
参考にＳ、Ｎがそれぞれ分類したところ、その一致率は
96.4％であった。不一致の部分については協議をして再
分類した。その結果を表２にまとめた。

当初はＳにならい、「ア　仲間の好みや生活の様子に
ついて問うタイプ」の「ＡとＢどちらがすきですか？」
という話題が多かったが、次第に少なくなり、同じタ

イプの「すきな○は何ですか？」「何の○がすきです
か？」が多くなった。後者の方が自分の「すきなもの」
「すきなこと」について友達から様々な話を聞くことが
でき、自分と「おんなじ」と思ったり、友達の発言が予
想通りで「やっぱり」と思ったりする喜びを味わうこと
ができるためではないかと考えられる。

「イ　生活上の気持ちや願望について問うタイプ」
の「もし○○だったら～」という話題も増えていったが、
「何がいいですか？」という問い方が多く、やはり自分
の「すきなもの」「すきなこと」について話したい、聞
きたいという思いがうかがえた。

一方、「ウ　生活上の問題の解決方法について問うタ
イプ」の話題を考えた子どもはいなかった。１年生の場
合、生活の中でそのような思いが生まれた時に教師が話
題にするように勧めてみる等の支援をしなければ、この
ような話題は出てきにくいだろう。また、このような話
題について話し合い、「楽しかった」「よかった」「ま
たしたい」（松岡，2012）と実感するには、さらに学
年が上がる必要もあるだろう。

子どもによって話題に特徴があるかを検討すると、か
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なりの個人差が見られた。２回ないし３回の話題に何ら
かの共通性が見出された子どもの話題の例を表３にまと
めた。例えば、Ｂ男は３回とも「ア」のタイプでも何が
すきかという話題であり、ｋ子は３回とも「イ」のタイ
プの話題であった。

話題のタイプは違うが、内容に共通性がある子ども
もいた。ｇ子は１・２回めは「ア」のタイプ、３回めは
「イ」のタイプであったが、いずれも生き物についての
話題であった。Ｄ男も「ア」と「イ」のタイプがあった
が、いずれもスポーツに関する話題であった。この二人
は健康観察時に日直が決めた話題について話していた
頃、「大きくなったら何になりたい」（５月30日）とい
う話題に「水族館の館長」（ｇ子）、「プロ野球選手」
（Ｄ男）と答えており、その後も二人の話の中には「生
き物」「スポーツ」がよく出てきていた。

「ア」～「ウ」のタイプとは違う問い方で話題を考
えたｎ子のような子どももいた。ｎ子は１回めのフリー
トーク後にＮに「家でお母さんと話していてひらめい
た」と話しており、自分なりの話題を一生懸命考えた様
子がうかがえた。

（３）子どもたちによるフリートークの実際
①�【事例２】「ようちえんとしょうがっこう　どっちが
すきですか」
はじめに、当初多かった「ＡとＢどちらがすきで

すか？」という話題の事例を取り上げる（表４参照）。
【事例２】のｆ子が考えた話題は、「ようちえんとしょ
うがっこう　どっちがすきですか」であった。小学１年
生の学校生活も半ばになり、附属幼稚園との交流の機会
が増えた頃のことである。

ｆ子は【事例１】で「最初はドキドキした」（表１
「振り返り」欄参照）と話していたが、この日も緊張し
た様子で、いきなり話題から話し始めたり、振り返りで
は話し始めるタイミングがつかめず躊躇している様子で
あった。そのため、Ｓはｆ子に話題提供者として話すタ
イミングや話し方について確認をしていた（下線部①）。
フリートークを始めて間もないこの頃は、どの子どもも
初めて話題提供を担当するため、Ｓはこのような支援を
することが多かった。

ｆ子は「楽しいから」幼稚園の方がすきだと話し、そ
の後に「幼稚園」と答えた子どもたちも、園生活の中で
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楽しかったことを理由に挙げていた。様々な園から入学
しているため、自分とは違う園生活を送った友達の話
に「そうなの」と興味をもつ子どももいた。「小学校」
と答えた子どもたちの理由には、「工夫ができて、く
わしくなれるから」という興味深い発言もあった。「友
達がいっぱいいるから」という発言に、「いいこと言う
なー」とつぶやく子どももいた。

振り返りでは、ｆ子が「幼稚園の方が多かったので、
びっくりしました」と話すと、その後も同様の発言をす
る子どもが多かった。ｆ子の話に共感したこともあるだ
ろうが、当初は振り返りで話すことを思いつくのは難し
いようで、このように前の子どもが話したことを真似て
話すことが多かった。

Ｓは毎回フリートークの時間は机につき、子どもた
ちの話を聞きながらノートに記録していた。そして、振
り返りまで終えると、この事例で「お話しますね」（下
線部②）と言っているように、子どもたちの前に立っ
て声をかけ、「これからは教師の話を聞く時間」とい
う区切りをつけていた。そして、ノートを見ながら「今
日」「思ったことは」（下線部③）と、その日の子ども
たちの具体的言動を挙げながら、話をしていた。この
事例では、「いいこと言うなあ」「そうなの」と言って
聞くことは「話す人」が「いい気持ちになる」ので「大
事」（下線部④）と話しているが、このような聞き方に
ついては【事例１】でも話しており（表１「Ｓの話」欄
参照）、子どもたちに繰り返し伝えていたことであった。
「初めて」見られた「よかった」こともよく取り上げて
おり、この日は振り返りの中で話題について話をしたこ

とであった（下線部⑤）。また、朝の会の限られた時間
を大切にして取り組むことについても、繰り返し伝えて
いた（下線部⑥）。

子どもたちの多くは、Ｓが話を始める時になると毎回
「先生は今日何を話すだろうか」と期待した表情になり、
真剣に聞いていた。そして、Ｓから学んだことをその後
のフリートークにいかそうとする姿がよく見られた。
②�【事例３】「じぶんがやったーっておもうときは�い
つですか」
【事例３】は【事例２】から１ケ月ほど過ぎた頃のｎ

子の事例である（表５参照）。前述したように、ｎ子は
他の子どもたちとは違う問い方で話題を考えてきており
（表３参照）、ｎ子の話題を聞いて「どういうこと？」
とつぶやく子どももいたが、すぐに理解してｎ子に代
わって説明する子どももいた。ｎ子が「じぶんがやっ
たーとおもうとき」は「絵がうまく描けた時」で、「デ
ザイナーになりたいから」であった。ｎ子も「大きく
なったら何になりたい」（５月30日）という話題に「デ
ザイナー」と答えており、「確かに」と言う子どももい
た。また、ｎ子が指名しようとする時に「すぐあてて」
と声をかける子どももいた。フリートークでは自分が話
せないまま終わることがよくあるため、この頃になると
このような発言もよく聞かれた。

Ｒ男が答える前に「わかった」「セミを捕まえた時
だ」と言う子どももいた。Ｒ男は「もしすきなものがか
えるなら　なにがいい」（９月５日）という話題に「ク
マゼミの卵1000個」と答えており、この頃になるとそ
れまでの友達の発言から理解したことをもとに発言を予
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想し、予想通りだと「やっぱり」と喜ぶ姿もよく見られ
るようになった。

振り返りの内容も多様になってきており、ｎ子は「い
ろいろな人のことを聞けてよかった」と話し、他の子ど
もも様々な話をしていた。当初「ＡとＢどちらがすきで
すか？」という話題が続いたため、「違う問題を出して
くれたので、うれしかった」と話す子どももいた。

Ｓはこの日もｎ子に話題提供者としての話し方や進め
方を確認していた（下線部①）。そして、振り返り後に
はいつもと違う話題であったこと、それでもＲ男のよう
に「やっぱり」と思うことが出てきたことに触れていた
（下線部②）。どんな話題でも、よく聞いているとその
友達のことがわかることを伝えたいという思いがうかが
えた。また、「素敵だなと思った」こととして、自分が
「頑張って」よい結果が得られたという発言を挙げたり
（下線部③）、「なるほど」と思ったこと（下線部④）
を話したりもしていた。このように、Ｓはこの頃になる
と子どもの話の内容から他の子どもに感じとってもら
いたいことを挙げることも増えていた。この他に、伝わ
りにくかった発言に「～と思ったんだなと思いました」
（下線部⑤）と言う形で補足をしたり、友達の話をよく
聞いている子どもの名前を挙げ、聞き方について具体的

に伝えることもしていた（下線部⑥）。
③�【事例４】「ちょうのもりとふじさんとうみのなかで
一ばんすきなものはなんですか」
【事例４】は「ア」のタイプでも、選択肢を二つでは

なく三つにした話題を考えたＬ男の事例である（表６参
照）。このアイデアは、「こわいはなしとおもしろいは
なし　どっちがすきですか」という話題で発言が少な
かった日（９月25日）、Ｌ男が「もうちょっと手を挙げ
る人が多かったらいいなーと思った」「二つじゃなくて、
三つとかに増やしてもいいんじゃない？」と発言し、Ｓ
に「ああ、発見」と言われたものである。Ｌ男は１ケ月
後の自分の話題提供に、そのアイデアを取り入れていた。

選択肢にある「ちょうのもり」は、教室で育てたツマ
グロヒョウモンが羽化して飛び立った後、また来てほし
いと願った子どもたちが話し合ったり調べたりして、教
室横の敷地を草抜きし、家からも苗や種を持ち寄って
作った庭である。生活科の学習という位置づけではある
が、「みんなで力を合わせて頑張った」ことが目に見え
る形になった場であった。

最初にＬ男の話題提供を聞くと、Ｓは「３つあるって
ことね。今日は」と確認し、ホワイトボードに書いた話
題の選択肢部分を赤ペンで囲み、見やすくなるようにし
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た（下線部①）。
この日は４年生がフリートークを参観に来ていたこと

もあり、子どもたちはとても張り切っていて、Ｌ男は大
声で指名し、指名された子どもたちは早口で発言して
いった。すると、話したい子どもが全員時間内に話すこ
とができ、それに気付いた子どもが「言いたい人、全員
あてたかも」と言うと、Ｓも「おお、すごい。言いたい
人、全員あたったんだ。初めて？」と応え（下線部②）、
子どもたちは拍手して大喜びしていた。この頃になると、
友達の話の内容をよく覚えている子どもも多く、振り返
りでＬ男が発言した友だちの名前を挙げていると、「○
ちゃんもだよ」と確認する子どもがいた。

振り返りの後、Ｓは「二つ言いたいこと」「一つは
質問」があると簡潔に確認し（下線部③）、話を始め
た。「言いたいこと」としては、「みんなで頑張って」
「作ったちょうのもり」が思い出に残っていることが
自分もうれしいこと（下線部④）、「言いたいことが」
「言えた」のも、「みんなが力を合わせたから」（下線
部⑤）だということを伝えた。

「質問」としては、「ちょうのもり」を「すごく頑

張ってた」Ａ男が「言わなかったのがどうしてか」を
挙げ、Ａ男にだけでなく、他の子どもたちにも「みんな
はどうですか？」「わかる人いる？」と問いかけていた
（下線部⑥）。すると、多くの子どもが挙手し、Ａ男が
理由を話し始めると、話を聞きながらＡ男の気持ちを
言葉にする子どももいた。Ｓは「迷った。選べないって
ことよね」と確認し（下線部⑦）、「当たってた」か問
いかけると、また多くの子どもが挙手していた。その様
子を見て、Ｓは「こんなにもいるんだね」（下線部⑧）、
「今日もいろんなことが見つかりました」（下線部⑨）
と話を終えていた。このように、Ｓは一人の子どもの気
持ちや考えについて他の子どもたちに問いかけることを
よく行なっていた（表８【事例６】「Ｓの話」欄参照）。
④【事例５】「すきながっきはなんですか」

【事例５】は３回とも話題が「ア」のタイプのＢ男の
事例である（表７参照）。この頃になると、子どもたち
だけでフリートークを進めるようになっていた。Ｂ男は
挙手をする子どもを一生懸命見回して、「～さん」と素
早く手をさし出して指名していた。このように名前を呼
びながらその子どもの方に手をさし出すのは、Ｓが入学
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当初からしていたことであるが、この頃になるとほとん
どの子どもが指名する際に同じようにしていた。

Ｂ男は振り返りでも自分の考えをてきぱきと話し、
「どう思いましたか？」と問いかけていた。他の子ども
の中には、Ｂ男が素早く指名し、男女どちらかに偏ら
ないようにも気を配っていることが「よかった」「すご
かった」と発言した子どももいた。また、「静かにして
いた」こともよかったと話しており、この頃になると聞
き方や話し方についても振り返りの中で発言する子ども
が増えていた。

ＳもＢ男の考えはわかっていたはずだが、Ｂ男に「そ
んなこと考えてたの？」と尋ね、Ｂ男がうなずくと、「伝
わってるんだね」と応えていた（下線部①）。振り返り
を終えた後には、聞く姿勢について再確認し（下線部
②）、話が伝わりにくかった子どもの発言を取り上げ、
「短すぎる」「簡単に言い過ぎた」と伝え、「何」が「き
れい」なのか、「面白い」のかを問いかけ、「思った人い
ましたか？」と他の子どもたちにも問いかけていた（下
線部③）。そして、話をよく聞いていた子どもの言葉も
聞きながら（下線部⑤）、「少し長く説明できるといい
かなと思ってます」と伝えたり、自分と「みんな」が「面

白い」と感じることは「一人一人違うから、何が面白い
と思ってるか」を「言ったらいいかなと思っています」と
伝えたりしていた（下線部④）。

また、「楽器」という話題についても触れ、「初めて
聞いたので、面白かったです」と話していた（下線部
⑥）。その後、Ｂ男の「もしスポーツのものをもらえる
ならなにがいいですか」（３月８日）（表３参照）とい
う話題に対して「よく知らない」という発言が多かった
時も、Ｓは「素敵な考えるきっかけを作ったのかなと思
います」と話していた。よく知らないことが話題になっ
た時にも、そのことをきっかけに子どもたちに興味を広
げてほしいというＳの願いがうかがえた。
⑤【事例６】「もしドラえもんのどうぐがつかえるなら
　なにがいいですか」

【事例６】は小学１年生の学校生活も終わりに近づき、
最後に行なったフリートークである（表８参照）。話題
提供をしたｋ子は、【事例５】のＢ男と同様に３回とも
同じタイプの話題を考えていた。ｋ子が話題提供をし、
「私はタケコプターがいいです」と言って理由も話すと、
多くの子どもたちが「ハイ！」と挙手していた。この頃
には「質問がある人が先に聞く」とみんなで決めてい
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たため、始めにＡ男、ｑ子が質問し、ｋ子が「いいです
よ」と答えた後に自分の考えを話した。しかし、次に質
問したa子はｋ子に「だめです」と言われ、そのまま座
ることになった。

振り返りも終え、「いいお題やった」「みんながわ
かっとることやった」と満足する子どもが多い中で、Ｓ
は「最後にふさわしい、すごい楽しそうなフリートー
クでした」と話した後、「でも、悲しそうな人がいます。
誰でしょう？」と問いかけ（下線部①）、それはなぜか
についても問いかけていた（下線部②）。そして、ｋ子
が「ａ子ちゃん」と気づくと、「悲しかったねえ」とａ
子の気持ちを言葉にし（下線部③）、なぜａ子が悲し
かったのか子どもたちに問いかけていた。「だめだめっ
て言われた」と言う子どもがいると、他の子どもにもそ
う思ったか問いかけ（下線部④）、「だめ」な理由がわ
からない子どもの話も聞きながら（下線部⑤）、「道具
ではない」という理由を確認し、「理由はあったんだ
けど、悲しい人がいる」時にどうするとよいのかをさら
に問いかけていた（下線部⑥）。そして、「理由を言っ
てから」という言葉を聞き逃さず、「そう、わけがわか

んなかったんだよ」と確認し（下線部⑦）、フリートー
クを進める立場にあるｋ子の大変さにも言及しながら、
「他の人がわかったら助けてあげたらよかったかなと思
いました」（下線部⑧）と伝えていた。このように、最
後のフリートークにおいても、Ｓは「困り感」をもつ子
どもの存在を知らせ、どのようにするとよいか子どもた
ちに考えるように問いかけ、みんなで助けていくことの
大切さを伝えていた。

Ⅳ　総合考察
本研究では「話題に沿って子どもが自分の考えを述べ

合う話し合い活動」であるフリートークを小学１年生の
子どもたちが朝の会においてどのように行なうのか、教
師はどのような支援を行ない、その支援によってフリー
トークの内容がどのように変容するのかを検討してきた。

このクラスの教師Ｓは、１年生の担任経験だけでなく
幼稚園での保育経験もあるため、子どもの実態をふまえ、
授業で学習したこととも関連させながら話し合い活動を
考えていた。入学当初は互いを知り合い仲良くなること
を願い、朝の会では健康観察で全員が話題について話す
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こと、理由も話すことを経験できるようにしていた。７
月からは友達の「宝物」をあてるクイズトークも行ない、
自分の「宝物」を紹介したい、友達の「宝物」を知りた
いという思いを大切にしながら、自分なりに考えて友達
に質問する、友達の質問に答えるという経験ができるよ
うにしていた。

このような経験を重ねた後、８月末から開始したフ
リートークで子どもたちが考えた話題は、自分が「すき
なもの」「すきなこと」に関連するものが多かった。話
題提供をする子どもにとっては、その話題について自分
の考えを話したり、友達の話を聞ける楽しさがあり、他
の子どもたちにとっても、その友達ならではの話題を聞
き、その話題について考える面白さ、話す楽しさがある
のだろう。その中で、子どもたちは互いのことをより分
かり合う経験を重ねていた。

当初のフリートークでは、子どもたちが話し方、進め
方を理解できていなかったり忘れていたりすることも多
く、Ｓがその都度気づかせるための支援をしていた。子
どもたちの発言も、前の子どもが話したことを真似た内
容となることが多く（表４【事例２】「振り返り」欄参
照）、教師の示すモデルや他の子どもの「発話形式を
積極的に取り込むことによって、考えを伝える発話を習
得」（清水・内田，2001）しようとする様子がうかがえた。

Ｓは子どもたちが振り返りまで終えると、毎回すぐに
その日の子どもたちの具体的言動を挙げながら、子ども
たちに伝わりやすい言葉を選んでポイントとなることを
簡潔に話していた。その際には、「よかった」「素敵」
なことは子どもの名前を挙げながら話し、修正してほし
いこと、考えてほしいことは「～かなと思っています」
等の表現で「みんな」に伝える形で話すことが多かった。

Ｓは一人の子どもへの問いを他の子どもたちに向けて
問いかけることも多かった（表６【事例４】、表８【事
例６】参照）。磯村ら（2005）は小学２年生が経験を
語り合い共有することを重視した道徳の授業を観察し、
教師が子どもに「みんなに向かって言ってくれる？」と
他の子どもたちを示し、子どもが発言した後に、他の子
どもたちに「わかる？」と問いかける場面に着目してい
る。そして、その教師の発話は「みんな」を「わかる」
かどうか問われる立場（相手の発話を聞き理解すべき立
場）にある者として明確に位置付けていると述べている。
入学当初から子どもたちに「どうするとよいかみんなで
考えよう」「○○ちゃんが困っているの、わかる？」と
話してきたＳによるこのような支援にも、同様の意味が
あると考える。

子どもたちはフリートーク後のＳの話を楽しみにし、
Ｓの話から学んだことをその後のフリートークにいかそ
うとしていた。例えば、【事例４】（表６参照）のＬ男

は自分のアイデアをＳに「発見」と言ってもらったこと
を覚えており、１ケ月後の自分の話題提供に取り入れ
ていた。教師の「価値付け」（松岡，2012）がいかに
重要であるかがわかる。そして、このようなＳの支援に
よって、フリートークの中で「話す力、聴く力、話し合
う力」だけでなく、「仲間の考えに共感したり、仲間の
よさを感じたりする」力も少しずつ育っていったことを
子どもたちの具体的な姿から確認することができた。

本研究は小学１年生の朝の会におけるフリートークに
ついて１クラスの実践を取り上げて検討してきた。今後
も様々なクラスの実践を取り上げて、朝の会においてフ
リートークをすることが子どもたちの育ちにどのように
つながるのか、教師にはどのような支援が求められるの
かについて検討していきたい。
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